
【経営継承を見据えた法人化の検討】

経営概要

平野 耕平
◆代表者・所在地
平野 耕平 岡山県浅口郡里庄町
(主な営農地：岡山県笠岡市）

◆経営規模
乳用牛 経産：70頭、育成：50頭、飼料畑0.94ha

◆従事者数
家族労働４名

◆事業内容
酪農経営を家族で取り組む。

法人化

相談内容２

支援内容3

■支援チームによる支援計画の策定
相談者は、法人化について漠然としたイメージしか持って

いないため、法人化に関する情報提供を行いつつ、課題・

問題点を整理し、法人設立に向けた準備への指導・助言

を行うこととし、税理士をリーダーとした支援チームを編成し、

支援計画等を策定した。

支援チーム構成員：

税理士、中小企業診断士、 社会保険労務士、

普及指導員、農業経営・就農支援センタースタッフ

後継者への継承を見据えて、将来ビジョンと法人化した

場合の課題を整理しておきたい。

経営の法人化を進めるに当たり、経営資産の取扱いや

社会保険、法人化に伴う税負担などについて教えてほしい。

また、具体的な法人化に係るスケジュールやポイントにつ

いてのアドバイスを受けたい。

現状と相談までの経緯１

■専門家派遣を通じた助言の実施
普及指導員が相談者と意見交換し、疑問点等の洗い

出しを行った上で専門家派遣を調整した。

専門家の指導・助言に従い、相談者が行う検討や課題

の整理に普及指導員が伴走支援している。

・法人形態や財務会計の助言（税理士）

法人化に伴うメリットや運営コストなどを説明した。

また、経営・資産の状況と法人化に向けて検討すべき課

題を聞き出し、助言を行った。

・経営継承を見据えた将来ビジョン作成への
  助言（中小企業診断士）
経営診断の結果説明、後継者への経営継承を見据え

た将来ビジョンの明確化などに向けた助言を行った。

・労務管理に関する助言（社会保険労務士）
現状の働き方についての聞き取りを行い、家族の社会保

険や将来雇用を行う場合の労務管理について助言を行っ

た。
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経営継承・相続

税理士・中小企業診断士による法人化相談の様子

相談者が農業経営を行う笠岡湾干拓地では、広大な

飼料畑を背景に、大規模な酪農経営を展開する経営体

の多い畜産地帯となっている。

令和元年に娘夫婦が就農し、経営に参加していることか

ら、更なる規模拡大と近い将来の世代交代が見込まれる。

また、規模拡大に対応するには、自給飼料確保のための

農地貸借や雇用確保における信用力を会得するために、

法人化をすることが有利と考え、農業普及指導員に相談

したところ、農業経営・就農支援センターへ相談を受けるこ

とを勧められた。

平野夫婦（写真右２人）と後継者夫婦の家族経営



相談窓口での経営相談や、専門家派遣による相談対応など、関係機関と連携し、農業経営の多様な課題を解決する経

営サポートを行っています。

組織概要

■相談窓口
【経営相談】
住 所：岡山県岡山市東区竹原５０５
住 所：岡山県立青少年農林文化センター三徳園
電話番号：０８６－２９７－２０１６
受付時間：月曜日～金曜日（年末年始・祝日を除く）
受付時間：９：00～12：00 13：00～17：00
【就農相談】
住 所：岡山県岡山市中区古京町１丁目７－３６

住 所：岡山県庁 分庁舎４階
住 所：（公財）岡山県農林漁業担い手育成財団
電話番号：０８６－２２６－７４２３
受付時間：月曜日～金曜日（年末年始・祝日を除く）
受付時間：９：30～12：00 13：00～17：00

支援を受けた後の経営状況４

■支援を受けて・・・
法人化に向けて準備・検討すべき課題が整理できた。

特に、補助金を活用して導入した機械等の管理や資産

評価額の経年変化、社会保険料の法人負担額、法人

化の時期や法人化後の経営目標など、具体的な検討を

行うことで、法人化の準備が進んだ。

喜びの声

この法人設立に向けた支援を通じて、相談者はもとより、

後継者にも資産の総棚卸や経営状況の見直しの意識が

高まり、経営継承と今後の経営目標の設定に役立つもの

となったと思います。

専属スタッフ所感

■今後の展開
法人化に伴い、補助事業で導入した機械等の資産譲

渡や消費税の一時的な負担等が課題となっており、譲渡・

貸借の違いと円滑な継承のための設立時期を見極める。

引き続き、定款作成や登記申請に関する支援を希望し

ており、令和７年末までの法人設立に向けて準備を進め

ていく。

＜支援機関＞岡山県農業経営・就農支援センター

広大な干拓地から自給飼料を確保

後継者夫婦と共に専門家のアドバイスをいただきながら、

経営のノウハウを学ぶことができ、これからの酪農経営を一

緒に考える機会となりました。

意欲的に法人化の準備を進めていきますので、引き続き

助言・支援をお願いします。

相談窓口での対応の様子


	スライド 1
	スライド 2

